
 

 

４月は大人と１対１の生活だったＡくん。 

保育士のそばに来て、抱っこを求めたり、自分の遊びを楽しみながらも保育士の

方を振り返ったりと、保育士との関わりをたくさん楽しんできました。 

５月になり新しいお友達が来ると、保育士を見ずに、向かう先はお友達へ。 

０歳児なりに、大人に安心感を求めるだけでなく、同じ年齢の子と一緒にいる 

楽しさを自ら感じているのか、お互いに近くに寄り添ったり、１人動くと後を 

ついていったり、玩具を取り合ってみたり・・・ 

お互いの動きから、一緒の空間にいる楽しさを味わっているようです。 

子ども自身から求める関わりを大切にしながら、これからもたくさんの経験を 

していきたいと思います。 

一緒に遊ぼう！ 
令和６年５月１７日 


